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利用性と普及の可能性について

1.調査目的

一般的に麦稗、オガクズなどが乳牛の敷料として使

用されているが、近年特にそれらの入手が困難になり

つつあることが問題となっている。また資源の有効利

用がさけばれているもののシュレッダーにより細切さ

れたコピー古紙は再利用が難しく、焼却されることが

多い。細切コピー古紙(以下細切古紙)の有効利用と

して、家畜の敷料化が注目されているが、酪農現場に

広まっていないのが現状である。そこで、私達は細切

古紙の乳牛敷料としての利用性を調査するため動物試

験を行うとともに農家への意識調査から敷料不足の実

態と細切コピー古紙敷料の普及の可能性を検討した。

11.動物試験

1.試験方法

麦梓を敷料として使用している一般農家で細切古紙

を使用してもらい、牛舎内での繋留時間・温度・湿度

・敷料使用量・牛体の汚れ部位・汚れ方(写真撮影，

スケッチ)を毎日記録した。また、細切古紙の切断長

を調べるためにサンプJレを毎日採取した。試験は準備

試験、本試験(第 l試験，第2試験)の3回実施した。

試験期間は準備試験では8/11-16、本試験は l期間7

日間とし、第l試験の I期は自130-10/6、H期は10/7

-13、第2試験の I期は11115-21、E期は11122-

28である。準備試験は細切古紙の特性を把握するため

に行った。準備試験と第 l試験では、試験区として細

切古紙を、対照区として麦稗を敷料に用いた。第2試

験においては、試験区では細切古紙70%+麦稗30%、

対照区では麦稗のみとした。供試牛には、ホルスタイ

ン種乳牛の経産牛を使用したロ準備試験・第 l試験で

は各区2頭ずつの計4頭を供試し、第2試験では各区

3頭ずつの計B頭を供試した。個体差を小さくする

ために本試験中(I期・ E期)に試験区と対照区で敷

料の反転を行った。準備試験では細断方法に条件をつ

けなかったが、第 l試験では紙の長辺からシュレッダ

ーにかけて細断長を短めにすることにした。第2試験

では、細断長の目安を5c皿とした。

2.結果・考察

(1)敷料使用量(表1)

敷料使用量は第1試験よりも第2試験の方が多い。

この原因として繋留時間が多くなったことや、気温の

低下による敷料水分の蒸散が低下したことなどが考え

られる。また第2試験では細切古紙と麦稗を混ぜたに

もかかわらず、細切古紙量は第 l試験とほとんど変化

平井大地，草森慎吾，菅原雄一，高橋桃子

がないのは、短くなった細切古紙が麦稗の隙間に埋も

れたことによるものである。

繋留時間と 3種類の敷料使用量との聞に有意な相関

がみられた。特に細切古紙だけの場合は、麦梓よりも

回帰係数、相関係数が大きく、吸水性の高い細切古紙

の特徴を表している。

(2) 牛体の汚れ

細切古紙と麦秤を比較すると牛体の汚れには明確な

差はみられなかったが、細切古紙の場合に乳頭周辺の

汚れが麦稗に比べて少ないように思われた。この違い

は糞尿の水分を細切古紙の方が吸収しやすいためと考

えられる。

(3) 細切古紙の長さによる敷料特性の違い

長い場合(準備試験，第 l試験)の特徴としては、

麦梓に比べ使用量が少なくてすむという利点があるが、

フォークがささりづらく作業性が良くない、牛の蹄回

りに細切古紙が絡まる、牛床の前方にたまりやすい、

細切古紙がまとまって糞尿溝へ落ちるという欠点があ

る。短い場合は、ー箇所にたまらず長い場合に比べて

作業性が良くなったが、クッション性が良くない、濡

れると板状に固まりやすくなるという欠点がある。ク

ッション性の問題は麦稗と混合することで改善される

ことがわかったロ

川意識調査

1 調査項目と方法

十勝では敷料として麦稗が一番使用されているため、

乳牛飼養頭数に対する小麦の作付面積の少ない町とし

て広尾町・陸別町を選定した。各々の町で、乳牛飼養

頭数の多い酪農家50戸ずつに調査用紙を郵送で配布し

た。調査項目は敷料使用実態・細切古紙敷料の利用に

対する意識である。

2 結果・考察

(1)敷料使用状況

敷料使用状況は両町ともにほぼ同じ傾向であり、調

査農家の88%(53戸〉の農家で麦稗を使用していた。

次いで乾草、オガクズ、パークの順で多い。麦稗が不

足している農家は23%02戸)と少数であった。しか

し、成牛換算頭数の90頭を墳にみると、 90頭以下の農

家で不足していると回答したのは11%(4戸)、 90頭

以上の農家で53%(8戸)であった。入手場所は他の

市町村からが52戸と多く、入手方法は購入が50戸と多
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